
榊
原
芳
野
伝
覚
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
初
期
国
語
教
科
書
編
纂
者
の
研
究

高
　
　
木
　
　
ま
さ
き
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は
じ
め
に

　
明
治
初
期
の
国
語
教
育
に
多
大
の
影
響
力
を
持
っ
た
文
部
省
編
纂
教
科
書
あ

る
い
は
．
『
小
学
教
則
』
（
明
治
五
年
）
に
例
示
さ
れ
た
教
科
書
の
編
纂
者
た
ち

に
っ
い
て
は
、
二
、
三
の
例
外
を
除
い
て
、
そ
の
履
歴
な
ど
十
分
な
調
査
も
な

さ
れ
な
い
ま
ま
に
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
編
纂
者
た
ち
の
履
歴
、

教
養
、
著
作
等
の
業
績
を
知
る
こ
と
は
、
単
に
研
究
史
の
空
白
を
埋
め
る
と
い

う
以
上
に
、
当
時
の
国
語
教
育
の
質
を
考
え
る
上
で
た
い
へ
ん
重
要
な
意
味
を

も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
『
小
学
読
本
』
（
明
治
六
年
　
田
中
義
廉

編
『
小
学
読
本
』
と
は
別
種
一
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
榊
原
芳
野
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
が
、
例
え
ば
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
以
下
の
よ
う
な
事

実
は
、
そ
う
し
た
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
で
の
り

　
芳
野
は
国
学
者
・
伊
能
頴
則
を
師
と
す
み
が
、
そ
の
同
門
に
は
、
明
治
初
期

の
教
科
書
編
纂
に
関
わ
っ
た
著
名
な
人
物
た
ち
、
す
な
わ
ち
『
単
語
篇
』
と
と

も
に
『
小
学
教
則
』
に
例
示
さ
れ
た
『
童
蒙
必
読
』
（
橋
爪
貫
一
著
）
の
校
閲

者
・
横
山
由
清
、
文
部
省
編
の
歴
史
教
科
書
『
史
略
」
の
直
接
の
著
者
・
木
村

正
辞
、
文
部
省
編
『
語
彙
』
『
古
事
類
苑
』
な
ど
の
編
纂
に
芳
野
と
と
も
に
関

わ
っ
た
小
中
村
清
矩
ら
が
お
り
、
ま
た
明
治
八
年
に
創
刊
さ
れ
、
芳
野
も
そ
の

有
力
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
雑
誌
『
洋
々
杜
談
』
に
集
っ
た
人
々
、
す
な
わ
ち

西
村
茂
樹
、
大
槻
磐
渓
、
黒
川
眞
頼
、
那
珂
通
高
、
依
田
学
海
、
木
村
正
辞
、

伊
藤
圭
介
、
小
中
村
清
矩
、
大
槻
文
彦
、
那
珂
通
世
ら
は
、
文
部
省
に
籍
を
置

く
か
深
い
関
わ
り
を
も
っ
た
人
物
た
ち
で
、
教
科
書
そ
の
他
を
編
纂
し
て
い
る
。

さ
ら
に
右
の
う
ち
博
物
学
者
と
し
て
著
名
な
伊
藤
圭
介
は
、
田
中
義
廉
が
、
植

物
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
兄
芳
男
と
と
も
に
蘭
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
人
物

で
あ
る
。
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
当
時
を
代
表
す
る
著
名
な
知
識
人
で
あ
る
が
、

資
料
に
乏
し
く
、
派
手
な
交
際
を
持
た
な
か
っ
た
ら
し
い
芳
野
の
伝
記
を
調
べ

た
だ
け
で
、
こ
う
し
た
人
物
た
ち
と
の
深
い
っ
な
が
り
が
即
座
に
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
こ
と
は
、
明
治
初
期
の
文
部
省
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
官
製
の

言
語
文
化
が
、
か
な
り
高
レ
ベ
ル
の
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
事
と
同

時
に
、
思
い
の
ほ
か
狭
い
範
囲
の
人
的
交
流
の
申
で
形
成
さ
れ
て
い
た
事
が
う

か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
芳
野
自
身
も
、
任
を
果
た
さ
ず
し
て
世
を
去
っ
た
が
、

『
古
事
類
苑
』
や
コ
言
海
』
の
編
纂
を
委
嘱
さ
れ
る
等
、
ま
た
そ
の
著
作
等
か

ら
も
当
時
一
流
の
知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
検
証
で
き
る
。
さ
ら
に
、
芳
野
編

の
『
小
学
読
本
』
お
よ
び
『
小
学
綴
字
翼
』
は
、
と
も
に
巻
頭
に
文
部
省
編
の

『
単
語
篇
』
と
類
似
し
た
意
味
分
類
に
よ
る
単
語
集
を
備
え
て
お
り
、
あ
る
い

は
『
単
語
篇
』
の
直
接
の
編
者
が
芳
野
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も

で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
榊
原
芳
野
の
伝
記
研
究
は
、
芳
野
と
文
部
省
で
机
を
並
べ
た
依
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田
学
海
に
よ
る
「
那
珂
通
高
榊
原
芳
野
合
伝
」
（
『
謹
海
』
巻
四
　
鳳
文
館
　
明

治
十
七
年
一
、
ま
た
芳
野
と
と
も
に
文
部
省
に
籍
を
置
い
た
大
槻
如
電
・
文
彦

兄
弟
の
書
留
等
を
基
礎
資
料
と
し
た
玉
林
晴
朗
の
「
榊
原
芳
野
の
話
」
一
『
伝
記
』

四
－
四
　
昭
和
十
二
年
上
記
は
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
と
し
て
『
伝
記

聚
芳
」
日
本
青
年
教
育
会
出
版
部
　
昭
和
十
七
年
三
月
五
日
　
に
収
録
。
以
下

は
こ
れ
に
よ
る
。
）
、
大
槻
如
電
に
よ
る
芳
野
の
墓
碑
銘
を
伝
え
る
玉
林
晴
朗
の

「
榊
原
芳
野
と
其
の
墓
」
（
『
掃
苔
」
第
六
巻
第
八
号
　
東
京
名
墓
顕
彰
会
　
昭

和
十
二
年
八
月
十
五
日
）
な
ど
に
詳
し
く
、
ま
た
そ
れ
ら
に
補
訂
を
加
え
た
桑

原
伸
介
「
榊
原
芳
野
の
こ
と
」
（
『
図
書
館
と
出
版
文
化
－
弥
吉
光
長
先
生
喜
寿

記
念
論
文
集
』
弥
吉
光
長
先
生
喜
寿
記
念
会
　
昭
和
五
十
二
年
九
月
九
日
）
な

ど
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
を
多
く
出
る
事
は
で
き
な
い
が
、
芳
野
が

明
治
三
年
に
本
所
石
原
町
に
開
い
た
攻
玉
塾
の
『
家
塾
明
細
表
』
（
明
治
六
年

第
四
節
参
照
。
一
そ
の
他
を
、
前
記
の
資
料
に
新
た
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
を
年

代
順
に
整
理
し
直
し
、
ま
た
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
図
書
を
中
心
に
芳
野
の

編
・
著
書
ま
た
は
校
閲
し
た
も
の
を
ま
と
め
、
著
作
年
表
一
第
三
節
参
照
一
を

作
成
し
た
。

　
な
お
、
本
研
究
で
は
紙
数
そ
の
他
の
都
合
で
、
資
料
の
解
説
、
引
用
等
が
十

分
に
果
た
し
え
な
か
っ
た
点
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
を
覚
書
き
と
し
た
所
以
で
あ

る
。
不
十
分
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
別
に
機
会
を
得
て
整
理
し
な
お
す
予

定
で
あ
る
。

二
、

年
譜＊

引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
献
の
み
が
伝
え
て
い
る
事
柄
や
解

　
釈
、
ま
た
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
場
合
な
ど
、
特
に
必
要
と
判

　
断
さ
れ
た
場
合
に
記
し
た
。

天
保
三
年
二
八
三
二
）
一
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
き
ぞ
う

　
江
戸
日
本
橋
住
吉
町
に
生
ま
れ
る
。
通
称
商
蔵
、
字
は
作
良
。
号
は
琴
洲
・

桂
園
。
父
正
之
助
、
母
み
ち
の
第
一
子
。
祖
父
新
兵
衛
は
小
船
町
で
有
名
な
大

店
、
鰹
節
問
屋
遠
州
屋
本
家
の
主
人
。
先
祖
は
浜
松
か
ら
江
戸
に
出
る
。
祖
父

新
兵
衛
は
芳
野
の
父
正
之
助
が
四
五
歳
の
幼
児
の
時
に
没
し
た
た
め
、
養
子
を

迎
え
二
代
目
新
兵
衛
と
し
た
。
芳
野
の
義
理
の
叔
父
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
．
二

代
目
の
時
に
家
は
没
落
し
、
分
家
の
尼
屋
伝
次
郎
の
家
の
み
が
明
治
ま
で
続
き
、

榊
原
を
名
乗
る
。
玉
林
晴
朗
は
「
芳
野
の
母
は
坂
内
氏
の
女
、
名
を
み
ち
と
云

ひ
閑
斉
の
妹
で
あ
つ
た
。
」
（
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
一
と
す
る
が
、
閑
斉
な

る
人
物
は
不
明
。

天
保
八
年
一
一
八
三
七
一
六
歳

　
『
家
塾
明
細
表
』
に
「
天
保
八
九
年
　
父
正
之
助
ヨ
リ
教
授
相
受
。
」
と
あ
る
。

依
田
学
海
は
「
芳
野
の
父
を
掲
謙
と
い
う
。
俳
歌
を
善
く
す
。
母
某
氏
も
書
を

読
み
国
雅
を
善
く
す
。
芳
野
に
教
ゆ
る
こ
と
甚
だ
厳
な
り
。
芳
野
訓
を
奉
じ
て

刻
苦
甚
最
、
業
成
り
其
の
得
る
所
を
以
て
徒
に
授
く
。
」
一
「
那
珂
梧
棲
榊
原
芳

野
合
伝
」
た
だ
し
原
文
は
漢
文
で
、
こ
こ
で
は
桑
原
伸
介
の
「
榊
原
芳
野
の
こ

と
」
に
示
さ
れ
た
書
き
下
し
文
に
よ
っ
た
。
以
下
同
様
。
）
と
言
い
、
芳
野
が

幼
少
の
頃
か
ら
親
の
厳
し
い
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
玉
林
晴

朗
に
よ
れ
ば
「
遠
州
家
の
没
落
に
遭
ひ
、
生
活
の
道
が
絶
え
た
の
で
、
正
之
助
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夫
妻
は
芸
が
身
を
助
け
た
訳
か
、
其
の
好
き
な
道
の
俳
講
和
歌
を
教
へ
、
或
は

又
絵
画
を
売
る
事
に
依
っ
て
其
の
糧
と
し
た
。
然
し
な
が
ら
左
様
な
事
か
ら
得

る
収
入
は
知
れ
た
も
の
雲
錦
堂
夫
妻
（
雲
錦
堂
は
芳
野
の
父
の
号
　
高
木
注
）

の
生
活
は
相
当
苦
る
し
く
、
自
分
達
の
力
に
依
つ
て
貧
乏
を
克
服
す
る
事
の
不

可
能
を
知
つ
た
二
人
は
唯
一
の
希
望
を
子
供
の
芳
野
に
懸
け
た
。
」
（
「
国
学
者

榊
原
芳
野
の
話
」
一
か
ら
と
言
う
。

天
保
十
年
一
一
八
三
九
一
八
歳

　
「
同
十
年
己
亥
、
旧
津
山
医
員
井
岡
友
仙
二
入
学
」

岡
友
仙
な
る
人
物
は
不
明
。

一
『
家
塾
明
細
表
』
）
。
井

天
保
十
四
年
一
一
八
四
三
一
十
二
歳

　
「
同
十
四
年
癸
卯
、
旧
宇
都
宮
藩
士
大
橋
順
蔵
二
従
学
仕
、
其
他
神
典
井
二

物
産
学
及
葉
学
梵
学
等
兼
学
仕
。
更
二
旧
幕
府
儒
員
芳
野
無
育
二
従
学
。
」

一
『
家
塾
明
細
表
』
）
　
大
橋
順
蔵
、
芳
野
無
育
は
不
明
。
こ
の
時
期
ま
で
に
、

父
母
か
ら
国
文
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
を
は
じ
め
、
医
学
、
国
学
、
物
産
学
、

梵
学
、
儒
学
等
、
後
年
、
博
識
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
芳
野
の
基
礎
が
築
か
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

芽
水
元
年
（
一
八
四
八
）
十
七
歳
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
で
の
o

　
佐
原
か
ら
出
て
深
川
あ
る
い
は
本
所
に
家
塾
を
開
い
て
い
た
伊
能
頴
則
一
平

田
篤
胤
門
下
、
号
高
村
）
に
入
門
。
国
典
、
古
代
制
度
、
和
歌
を
学
ぶ
。
同
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
－
」
と

に
小
中
村
清
矩
、
横
山
由
清
、
木
村
正
辞
ら
が
い
る
。
芳
野
の
今
後
の
活
躍
を

考
え
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
出
会
い
が
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

伊
能
頴
則
は
平
田
篤
胤
の
門
下
で
、
家
業
の
呉
服
商
を
捨
て
て
香
取
神
宮
神
職

と
な
り
、
の
ち
神
祇
官
宣
教
使
と
な
っ
た
人
物
。
小
中
村
清
矩
は
伊
能
頴
則
に

学
ん
だ
後
、
紀
伊
家
古
学
館
頭
取
と
な
り
、
幕
府
和
学
講
談
所
で
講
義
を
し
、

維
新
後
は
太
政
官
、
大
学
、
神
祇
官
、
教
部
省
、
文
部
省
な
ど
に
籍
を
置
き
、

明
治
十
五
年
に
は
東
京
大
学
教
授
、
東
京
学
士
院
会
員
に
な
る
。
著
書
も
多
数

あ
る
が
、
芳
野
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
と
も
に
『
語
彙
』
一
明
治
四
年
　
文
部

省
一
、
『
古
事
類
苑
』
一
明
治
十
二
年
　
文
部
省
一
編
纂
に
関
わ
っ
た
事
が
あ
げ

ら
れ
る
。
横
山
由
清
は
や
は
り
幕
府
和
学
講
談
所
教
授
を
経
て
、
維
新
後
は
大

学
、
太
政
官
、
元
老
院
な
ど
に
籍
を
置
き
、
著
作
と
し
て
は
『
旧
典
類
纂
皇
位

継
承
篇
』
（
明
治
十
一
年
）
等
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
小
学
教
則
』
（
明

　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
バ
ノ
ヨ
ミ
カ
タ

治
五
年
九
月
一
の
単
語
読
方
に
例
示
さ
れ
た
『
童
蒙
必
読
』
一
橋
爪
貫
一
著
）

の
校
閲
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
木
村
正
辞
は
『
万
葉
集
美
夫
君
志
』
等
で
知
ら

れ
る
明
治
期
の
著
名
な
万
葉
研
究
者
で
、
幕
末
に
は
和
学
講
談
所
会
頭
助
役
、

維
新
後
は
大
学
、
太
政
官
、
文
部
省
な
ど
を
経
て
文
科
大
学
教
授
と
な
る
が
、

教
科
書
も
幾
つ
か
編
纂
し
て
お
り
、
那
珂
道
高
ら
と
明
治
初
年
の
歴
史
教
科
書

と
し
て
有
名
な
『
史
略
』
一
文
部
省
　
明
治
五
年
）
を
編
纂
、
そ
の
他
『
日
本

略
史
』
一
東
京
師
範
学
校
　
那
珂
道
高
校
、
明
治
八
年
一
、
『
日
本
史
要
』
一
東
京

師
範
学
校
、
那
珂
通
高
訂
、
明
治
十
一
年
）
、
ま
た
榊
原
芳
野
編
の
『
小
学
綴

字
書
』
一
文
部
省
　
明
治
七
年
）
の
校
訂
を
行
っ
て
い
る
。

　
芳
野
は
そ
の
他
、
深
川
稲
荷
の
別
当
で
連
歌
師
の
行
阿
日
賢
に
仏
学
を
学
ん

だ
と
さ
れ
る
か
、
桑
原
伸
介
は
「
行
阿
ら
し
き
人
を
見
出
せ
な
い
。
行
阿
に
つ

い
て
は
一
応
不
明
と
い
う
外
は
な
い
。
」
（
「
榊
原
芳
野
の
こ
と
」
一
と
す
る
。
ま

た
『
慶
長
以
来
国
学
者
史
伝
」
に
よ
れ
ば
芳
野
は
さ
ら
に
深
川
潜
蔵
に
も
学
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
と
し

だ
と
あ
る
。
『
名
人
忌
辰
録
』
に
よ
れ
ば
、
深
川
潜
蔵
は
名
元
傭
「
儒
学
又
老

仏
に
渉
り
物
産
国
学
又
蘭
学
を
も
嗜
め
り
、
安
政
三
辰
年
五
月
四
日
没
す
」
と

あ
る
。
な
お
水
本
某
に
本
草
を
学
ん
だ
と
も
言
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
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る
（
国
立
国
会
図
書
館
編
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
個
人
文
庫
展

古
典
籍
探
究
の
軌
跡
1
』
展
示
目
録
）
。

そ
の
2
－

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
十
六
歳

　
九
月
十
六
日
、
父
正
之
助
没
す
る
。
そ
の
後
、
芳
野
は
滝
沢
氏
の
女
を
妻
に

迎
え
る
。
名
は
未
詳
。
男
子
出
生
。
（
玉
林
晴
朗
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
）

安
政
末
一
一
八
六
〇
）
二
十
九
歳

　
本
所
石
原
町
に
家
塾
を
開
く
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
十
一
歳

　
男
子
没
。
（
玉
林
晴
朗
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
）

文
久
年
問
（
一
八
六
一
－
六
四
）
三
十
⊥
二
十
三
歳

　
「
文
久
年
間
、
昌
平
坂
学
校
教
授
之
幕
命
ヲ
受
侯
処
、

（
『
家
塾
明
細
表
』
）

数
旬
之
後
退
辞
仕
侯
。
」

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
十
八
歳

　
昌
平
学
校
少
助
教
。
（
明
治
元
年
、
旧
昌
平
欝
、
漢
学
か
ら
国
学
中
心
に
。

昌
平
学
校
と
改
称
。
）

　
六
月
、
昌
平
学
校
、
開
成
学
校
、
医
学
校
統
合
、
大
学
校
と
な
る
。

　
七
月
二
十
七
日
、
大
学
校
少
助
教
。
六
十
七
石
。
伊
能
頴
則
、
木
村
正
辞
は

大
助
教
。
小
中
村
清
矩
、
横
山
由
清
は
中
助
教
。

　
十
二
月
、
芳
野
も
大
学
中
助
教
と
な
る
。
そ
の
教
授
ぶ
り
を
桑
原
伸
介
は

「
芳
野
の
教
官
生
活
は
一
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
性
格
の
通
り
熱
心
な
教
授
振

り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
『
昌
平
遺
響
』
は
こ
の
時
期
昌
平
学
校
に
学
ん
だ
高
橋

勝
弘
の
編
著
に
成
る
が
、
中
に
榊
原
助
教
を
評
し
て
『
博
覧
強
記
和
漢
学
及
竺

典
に
通
じ
書
生
の
訓
詰
を
受
く
る
に
は
最
も
良
師
な
り
と
て
就
い
て
学
ぶ
者
多

か
り
し
』
と
い
っ
て
い
る
。
」
一
「
榊
原
芳
野
の
こ
と
」
一
と
す
る
。
そ
の
後
の
こ

と
に
つ
い
て
は
『
家
塾
明
細
表
』
に
「
明
治
二
年
已
巳
正
月
、
依
朝
命
、
大
学

校
教
授
試
補
被
仰
付
、
累
遷
、
権
大
助
教
編
輯
寮
九
等
出
仕
博
物
局
兼
務
二
至

リ
、
同
壬
申
（
明
治
五
年
　
高
木
注
）
九
月
廃
寮
二
依
リ
家
居
教
授
罷
在
侯
処
、

尤
教
授
者
来
仕
居
侯
。
」
と
あ
る
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
三
十
九
歳

　
三
月
、
攻
玉
塾
開
塾
。
『
家
塾
明
細
表
』
に
「
於
当
所
（
本
所
石
原
町
八
十

一
番
地
　
高
木
注
）
私
塾
開
業
候
義
者
、
明
治
三
年
庚
午
三
月
ヨ
リ
開
塾
侯
也
。
」

と
あ
る
。

。
七
月
十
三
日
、
大
学
内
、
漢
学
者
と
国
学
者
の
対
立
激
化
。
大
学
閉
鎖
、
学

官
皆
罷
。
伊
能
頴
則
は
神
祇
省
・
宣
教
使
・
権
中
博
士
（
従
七
位
守
一
、
木
村

正
辞
は
文
部
省
編
輯
寮
・
権
助
（
従
七
位
守
一
、
小
中
村
清
矩
は
神
祇
省
・
大

録
（
従
七
位
守
）
、
横
山
由
清
は
太
政
官
・
正
院
・
権
少
外
史
一
従
七
位
守
）
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
四
十
歳

　
十
一
月
、
文
部
省
、
権
大
助
教
、
編
輯
寮
九
等
出
仕
。
『
語
彙
』
一
文
部
省

明
治
四
－
十
七
年
）
『
語
彙
活
語
指
掌
』
『
語
彙
別
記
』
を
小
中
村
清
矩
、
黒
川

眞
頼
ら
と
編
纂
着
手
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
四
十
一
歳

　
大
槻
如
電
（
修
二
、
二
十
八
歳
）
、

文
部
省
に
入
り
芳
野
と
机
を
並
べ
る
。
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玉
林
晴
朗
に
よ
れ
ば
、
如
電
は
芳
野
に
た
い
へ
ん
世
話
に
な
っ
て
尊
敬
す
る
よ

う
に
な
り
、
晩
年
ま
で
そ
れ
を
忘
れ
な
か
っ
た
（
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
）

と
い
う
。
如
電
の
弟
文
彦
も
文
部
省
に
入
り
、
芳
野
と
親
し
く
交
わ
る
。
、

　
な
お
田
中
義
廉
も
こ
の
年
、
海
軍
少
佐
兼
兵
学
少
教
授
か
ら
文
部
省
に
入
る

が
、
そ
れ
は
文
部
卿
大
木
喬
任
よ
り
大
槻
如
電
と
と
も
に
漢
字
制
限
の
依
頼
を

受
け
て
の
事
と
言
わ
れ
る
。
一
古
田
東
朔
「
田
中
義
廉
」
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
や
く

　
『
教
草
』
一
明
治
五
－
九
年
一
中
、
「
禍
腐
一
覧
」
コ
豆
腐
一
覧
」
執
筆
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
十
二
歳

　
芳
野
、
権
大
講
義
と
な
る
。
「
月
俸
五
十
円
」
（
玉
林
晴
朗
「
国
学
者
榊
原
芳

野
の
話
」
）

　
『
小
学
読
本
』
一
文
部
省
一
刊
。
こ
の
頃
、
文
部
省
の
編
書
課
長
で
あ
っ
た
西

村
茂
樹
は
、
『
往
事
録
』
で
こ
の
当
時
の
事
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
明
治
六
年
十
一
月
廿
五
日
、
文
部
省
五
等
出
仕
に
補
せ
ら
れ
、
編
書
課
長

を
命
ぜ
ら
る
、
文
部
省
創
立
以
来
首
と
し
て
中
学
小
学
、
の
課
業
書
を
編
輯
せ
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
定
め
た
れ
ど
も
、
未
た
其
方
を
得
ず
、
又
前
文
部
卿
大

木
喬
任
氏
の
時
よ
り
、
種
々
の
書
の
編
纂
に
着
手
し
、
頗
る
紛
雑
の
観
あ
り
、

余
が
編
書
課
長
と
な
り
た
る
時
、
課
員
の
分
担
せ
る
所
は
伊
藤
圭
介
、
日
本
産

物
誌
を
編
纂
し
、
（
略
一
田
中
義
廉
小
学
読
本
を
編
し
、
榊
原
芳
野
、
稲
荷
千

頴
別
種
の
読
本
を
編
し
、
（
略
）
木
村
正
辞
、
黒
川
眞
頼
は
本
邦
歴
史
を
編
し
、

一
略
）
南
部
義
壽
、
仮
字
文
典
を
編
す
、
（
略
一
亦
教
育
用
の
西
書
を
翻
訳
す
、

然
る
に
此
頃
は
洋
書
を
読
む
者
は
多
く
和
漢
の
書
に
通
ぜ
ず
、
是
を
以
て
訳
成

る
毎
に
、
必
す
漢
文
に
通
す
る
者
を
し
て
其
文
を
修
正
せ
し
む
、
是
を
校
正
と

い
ふ
、
又
前
文
部
卿
の
時
よ
り
百
科
全
書
の
編
あ
り
、
是
は
英
人
チ
ヤ
ム
バ
ー

氏
の
原
書
を
訳
す
る
も
の
に
し
て
、
其
訳
者
は
本
省
の
官
吏
に
限
ら
ず
、
広
く

世
問
の
洋
学
者
に
托
す
、
是
又
脱
稿
の
上
、
本
課
に
て
是
を
校
正
し
て
出
版
す

る
な
り
、
此
校
正
者
は
皆
編
書
課
中
に
あ
り
、
那
珂
通
高
、
大
井
潤
一
、
清
水

世
信
、
宮
崎
愚
、
内
村
取
之
介
、
小
林
病
翁
、
長
川
新
吾
の
ご
と
き
是
な
り
、
」

な
お
こ
の
芳
野
の
手
に
な
る
『
小
学
読
本
』
お
よ
び
明
治
八
年
刊
『
小
学
綴
字

翼
』
は
、
巻
頭
に
『
単
語
篇
』
（
文
部
省
　
明
治
五
年
）
に
類
似
し
た
構
成
の

単
語
集
を
備
え
て
お
り
、
『
単
語
篇
』
の
編
纂
に
は
芳
野
が
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
十
二
月
十
五
日
、
自
宅
出
火
に
よ
り
数
千
巻
の
書
籍
、
草
稿
を
蕩
尽
す
る
。

　
「
東
京
日
日
新
聞
」
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
「
昨
夜
本
所
石
原

の
火
事
は
榊
原
芳
野
と
云
先
生
の
宅
な
り
し
由
、
可
惜
数
千
巻
の
珍
書
、
多
年

の
草
稿
総
て
蕩
尽
せ
り
」
一
明
六
・
十
二
・
十
六
）
ま
た
依
田
学
海
は
「
俸
銭

の
入
る
所
挙
げ
て
以
て
書
を
購
う
。
蔵
す
る
所
数
千
巻
、
歳
の
甲
戌
災
に
遭
う
。

片
紙
を
存
せ
ず
。
再
び
蒐
む
る
こ
と
数
年
、
七
千
余
巻
に
至
る
。
経
史
子
集
よ

り
以
下
雑
録
伝
記
謡
曲
僅
詞
、
一
と
し
て
備
わ
ら
ざ
る
は
な
し
。
」
一
「
那
珂
梧

棲
榊
原
芳
野
合
伝
」
）
と
し
て
、
こ
の
火
事
の
後
、
芳
野
が
再
び
膨
大
な
書
籍

を
集
め
た
事
を
記
し
て
い
る
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
四
十
三
歳

　
『
小
学
読
本
』
（
改
正
版
、
文
部
省
）
、

『
小
学
綴
字
書
』
（
文
部
省
）
刊
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
十
四
歳

　
『
小
学
綴
字
翼
』
、
『
太
古
史
略
』
、
『
文
芸
概
略
』
刊
－

　
四
月
、
『
洋
々
社
談
』
創
刊
（
－
十
六
年
三
月
廃
刊
）
。
定
価
三
銭
五
厘
。

　
榊
原
芳
野
の
論
稿
は
明
治
十
二
年
八
月
ま
で
十
二
編
。
杜
友
は
、
大
槻
磐
渓

（
七
十
五
歳
）
、
榊
原
芳
野
（
四
十
四
歳
）
、
西
村
茂
樹
（
四
十
八
歳
）
、
黒
川
眞
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頼
一
四
十
七
歳
）
、
那
珂
通
高
一
四
十
八
歳
　
一
、
依
田
学
海
（
四
十
四
歳
）
、

木
村
正
辞
（
四
十
九
歳
）
、
伊
藤
圭
介
一
七
十
三
歳
一
、
小
中
村
清
矩
（
五
十
四

歳
一
、
阪
谷
素
一
五
十
四
歳
）
、
大
槻
文
彦
（
二
十
九
歳
）
、
那
珂
通
世
（
二
十

五
歳
）
、
他
。
最
長
老
の
大
槻
磐
渓
が
『
洋
々
社
談
』
第
一
号
に
記
し
た

「
洋
々
社
記
」
に
は
、
社
に
集
う
人
々
の
様
子
と
雑
誌
刊
行
の
経
緯
と
を
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
其
参
社
者
何
人
、
風
流
儒
雅
、
博
聞
強
記
、
有
純
於

国
学
者
、
有
専
於
漢
学
者
、
有
主
於
洋
学
而
兼
国
学
与
漢
学
者
、
各
陳
所
見
、

同
異
相
済
、
議
論
明
快
、
発
揮
神
理
、
以
期
至
於
漢
然
氷
釈
、
其
楽
洋
々
之
域

而
巳
ム
矢
、
一
略
）
鳥
呼
方
今
文
明
開
化
之
秋
、
不
耽
宴
楽
、
不
事
侠
遊
、
特
設

此
杜
、
聚
首
討
論
、
務
採
公
論
、
券
蒼
異
聞
、
毎
会
一
通
、
録
日
社
談
、
刷
之

活
字
一
略
一
乙
亥
三
月
」
杜
で
は
芳
野
は
那
珂
通
高
と
と
も
に
博
覧
多
識
を
称

せ
ら
る
。
「
朋
友
相
会
し
て
談
一
の
難
義
に
及
べ
ば
、
必
ず
日
く
、
是
れ
那
珂

先
生
に
非
ざ
れ
ば
知
る
能
わ
ず
、
然
ら
ざ
れ
ば
榊
原
君
な
り
。
若
し
二
君
に
し

て
知
ら
ざ
れ
ば
、
天
下
復
た
問
う
べ
き
の
人
な
し
。
其
の
人
の
信
ず
る
所
か
く

の
如
し
。
」
（
依
田
学
海
「
那
珂
梧
棲
榊
原
芳
野
合
伝
」
）
な
お
こ
れ
ら
社
友
の

う
ち
、
西
村
茂
樹
、
阪
谷
素
は
福
沢
諭
吉
ら
の
明
六
社
の
社
友
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
び
博
物
学
者
と
し
て
著
名
な
伊
藤
圭
介
は
、
田
中
義
廉

が
、
植
物
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
兄
芳
男
と
と
も
に
蘭
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
人
物
で
あ
る
。

　
一
般
に
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
が
、
こ
の
年
、
大
槻
文
彦
と
と
も
に
『
日
本

辞
書
言
海
』
（
明
治
二
十
二
－
二
十
四
年
）
の
編
纂
を
開
始
し
て
い
る
。
大
槻

文
彦
の
有
名
な
「
こ
と
ば
の
う
み
の
お
く
が
き
」
（
＝
言
海
』
明
治
二
十
四
年
四

月
一
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
八
年
二
月
二
日
、
本
省
報
告
課
（
明
治
十
三

年
に
、
編
輯
局
と
改
め
ら
れ
ぬ
。
）
に
転
勤
し
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
、
日
本
辞

書
編
輯
の
命
あ
り
。
こ
れ
ぞ
本
書
編
輯
着
手
の
は
じ
め
な
り
け
る
。
時
の
課
長

は
西
村
茂
樹
君
な
り
き
。
そ
の
初
は
榊
原
芳
野
君
と
と
も
に
、
編
輯
の
お
ほ
せ

を
か
う
む
り
た
り
し
に
、
幾
ほ
ど
な
く
て
、
榊
原
君
は
ほ
か
に
う
っ
り
て
、
お

の
れ
ひ
と
り
の
業
と
は
な
り
ぬ
。
」
「
編
輯
中
の
質
疑
に
い
た
り
て
は
、
黒
川
眞

頼
、
横
山
由
清
、
小
中
村
清
矩
、
榊
原
芳
野
、
佐
藤
誠
実
、
等
諾
君
の
教
、
謝

し
お
も
ふ
と
こ
ろ
な
り
。
」
ま
た
桑
原
伸
介
は
大
槻
文
彦
の
直
話
を
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。
「
国
学
は
師
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
大
槻

文
彦
が
「
日
本
最
初
の
近
代
的
な
国
語
辞
書
『
言
海
』
の
編
者
た
り
得
た
と
い

う
の
は
、
勿
論
博
士
そ
の
人
の
篤
学
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、

文
部
省
で
机
を
並
べ
た
榊
原
芳
野
に
益
を
享
け
た
と
は
博
士
の
直
話
で
あ
る
。

芳
野
の
没
後
は
そ
の
後
を
黒
川
眞
頼
が
引
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
」
一
「
榊
原
芳

野
の
こ
と
」
一

　
五
月
二
十
五
日
、
母
没
（
玉
林
晴
朗
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
）
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
一
四
十
六
歳
）

　
八
月
「
文
芸
概
略
」
『
日
本
教
育
史
略
』
文
部
省
編
所
収
。
『
日
本
教
育
史
略
』

の
序
に
「
欧
米
各
国
皆
教
育
ノ
史
有
リ
テ
我
ガ
邦
ハ
未
コ
レ
有
ラ
ズ
。
コ
レ
有

ル
コ
ト
此
ノ
編
ヨ
リ
肇
マ
ル
。
此
ノ
編
ノ
成
ル
明
治
九
年
二
在
リ
。
即
西
暦
一

千
八
百
七
十
六
年
ニ
シ
テ
、
米
国
ノ
独
立
セ
シ
ヨ
リ
葱
二
一
百
年
ナ
リ
。
国
人

乃
将
二
大
二
博
覧
会
ヲ
費
拉
特
費
府
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
　
高
木
注
）
二
開

カ
ン
ト
ス
。
書
ヲ
我
ガ
邦
二
致
シ
テ
其
ノ
場
二
陳
ズ
ベ
キ
者
ヲ
求
ム
。
文
部
省

ノ
職
固
教
育
ヲ
司
ル
ニ
在
リ
。
因
リ
テ
数
子
ヲ
シ
テ
此
ノ
編
ヲ
選
セ
シ
メ
テ
以

テ
其
ノ
求
二
応
ズ
。
編
首
ヲ
教
育
樫
言
ト
ス
米
国
ノ
人
大
闇
慕
来
（
ダ
ビ
ッ

ド
・
モ
ル
レ
ー
　
高
木
注
）
氏
ノ
書
セ
シ
所
ニ
シ
テ
、
小
林
儀
秀
コ
レ
ヲ
訳
ス
。
．

（
略
一
次
ブ
教
育
志
略
ト
ス
。
大
槻
修
ニ
ノ
輯
セ
シ
所
ニ
シ
テ
、
那
珂
通
高
コ

レ
ヲ
校
ス
。
次
ヲ
文
芸
概
略
ト
ス
。
榊
原
芳
野
ノ
纂
セ
シ
所
ニ
シ
テ
、
妻
木
頼
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矩
ハ
文
部
省
沿
革
略
記
ヲ
著
シ
テ
以
テ
其
後
二
附
ス
。
」
と
あ
る
。

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
一
四
十
七
歳

　
『
文
芸
類
纂
』
八
巻
（
文
部
省
）
刊
。
「
文
芸
概
略
」
（
明
治
十
年
）
を
増
補
。

玉
林
晴
朗
に
よ
れ
ば
「
明
治
初
年
に
於
け
る
西
洋
文
明
の
移
入
に
対
比
し
て
、

我
国
固
有
文
化
の
認
識
を
深
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
」
り
、
「
其
の
引
証
の
詳

確
な
の
を
以
つ
て
知
ら
れ
て
居
る
。
」
ま
た
刊
本
の
方
は
色
彩
が
な
い
が
、
原

本
の
方
は
色
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
一
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
一

明
治
十
二
年
一
一
八
七
九
一
四
十
八
歳

　
三
月
八
日
、
文
部
大
書
記
官
西
村
茂
樹
の
建
議
を
文
部
大
輔
田
中
不
二
麿
、

同
少
輔
神
田
孝
平
が
採
用
、
小
中
村
清
矩
を
主
任
と
し
、
榊
原
芳
野
、
那
珂
通

世
ら
、
『
古
事
類
苑
』
の
編
纂
に
着
手
す
る
。
西
村
茂
樹
が
こ
れ
を
統
括
す
る
。

そ
の
後
「
那
珂
通
世
氏
ハ
既
二
十
二
年
五
月
ヲ
以
テ
病
没
シ
、
榊
原
芳
野
氏
モ

亦
翌
年
十
二
月
病
ノ
為
二
依
頼
免
官
」
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
十
九
年
、

森
有
礼
文
部
大
臣
の
時
に
、
小
申
村
清
矩
が
編
纂
委
貝
長
に
、
大
槻
文
彦
が
編

纂
委
員
、
翌
年
に
は
黒
川
眞
頼
が
編
纂
委
員
に
な
る
な
ど
榊
原
芳
野
に
近
い

人
々
が
編
纂
に
参
画
す
る
。
（
「
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
」
一

明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
四
十
九
歳

　
四
月
『
染
色
史
略
↑
未
刊
行
の
写
本
。
無
窮
会
所
蔵
。
巻
末
に
「
右
。
一
冊
染

工
浅
井
勝
太
郎
之
所
伝
、
芳
野
編
選
上
諾
文
部
省
、
副
本
一
部
蔵
之
、
今
松
岡

先
生
以
作
衣
色
考
証
之
資
、
明
治
庚
辰
四
月
、
榊
原
芳
野
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
玉
林
晴
朗
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
一

　
十
二
月
、
文
部
省
一
等
属
上
等
給
。
「
月
俸
六
十
五
円
」
一
玉
林
晴
朗
「
国
学

者
榊
原
芳
野
の
話
」
一
「
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
」
に
は
「
榊
原
芳
野
氏
モ
亦
翌
年

（
明
治
士
二
年
高
木
注
）
十
二
月
病
ノ
為
二
依
願
免
官
ト
ナ
レ
リ
」
と
あ
る
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
五
十
歳

　
一
月
、
発
狂
し
て
文
部
省
を
辞
す
。
中
根
岸
に
幽
居
。
（
玉
林
晴
朗
「
国
学

者
榊
原
芳
野
の
話
」
一
こ
の
時
の
様
子
を
依
田
学
海
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
芳

野
梧
棲
に
後
る
る
こ
と
五
年
、
忽
に
狂
を
発
し
居
動
常
な
し
。
然
れ
ど
も
人
と

古
典
を
談
ず
れ
ば
労
引
博
証
一
と
し
て
差
詑
な
し
。
施
し
て
人
事
に
及
べ
ば
則

ち
癩
狂
故
の
如
し
。
居
る
こ
と
歳
余
に
し
て
没
す
。
嗣
な
し
。
」
（
「
那
珂
梧
棲

榊
原
芳
野
合
伝
」
）

　
十
二
旦
、
百
病
没
。
享
年
五
十
歳
。
法
名
、
大
観
作
良
居
士
。
東
京
今
戸
の

苗
印
洞
宗
安
昌
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
。
芳
野
の
妻
は
こ
の
時
既
に
家
に
は
い
な
か
っ

た
。
没
し
た
も
の
か
家
を
去
っ
た
の
か
不
明
。
姪
貞
子
を
継
嗣
と
す
る
。

『
洋
々
社
談
』
第
四
号
に
「
与
外
姪
貞
子
書
」
が
あ
る
。

　
大
槻
如
電
、
文
彦
兄
弟
に
後
事
を
託
す
。
明
治
二
十
年
に
大
槻
如
電
撰
「
榊

原
芳
野
君
墓
銘
」
が
で
き
、
明
治
四
十
年
頃
に
畳
一
畳
位
の
巨
石
に
彫
っ
た
も

の
が
完
成
し
て
い
た
が
、
費
用
が
集
ま
ら
ず
、
安
昌
寺
本
堂
脇
に
伏
せ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
。
大
正
十
二
年
の
大
震
災
の
火
災
に
遭
っ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
る
。

さ
ら
に
如
電
は
、
後
年
、
単
独
で
芳
野
の
五
十
回
忌
の
法
要
を
営
む
。
そ
の
一

ケ
月
後
の
昭
和
六
年
一
月
十
二
日
に
如
電
は
八
十
七
歳
で
没
す
る
。
一
玉
林
晴

朗
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
）
今
戸
の
安
昌
寺
は
昭
和
二
十
年
三
月
、
大
空

襲
に
よ
り
焼
け
、
現
在
の
位
置
一
今
戸
中
学
の
北
隣
一
に
移
っ
た
。
一
桑
原
伸

介
「
榊
原
芳
野
の
こ
と
」
）

明
治
十
五
年
一
一
八
八
二
一
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十
二
月
、
芳
野
の
遺
志
を
受
け
大
槻
兄
弟
に
よ
り
、
蔵
書
一
四
八
七
点
、
六

一
五
七
冊
が
東
京
図
書
館
に
寄
贈
の
申
出
を
さ
れ
、
十
六
年
三
月
十
四
日
領
収

さ
れ
る
。
一
桑
原
伸
介
「
榊
原
芳
野
の
こ
と
」
）
依
田
学
海
の
「
那
珂
梧
棲
榊
原

芳
野
合
伝
」
に
は
「
友
人
大
槻
修
二
文
彦
兄
弟
喪
事
を
経
紀
し
て
其
蔵
書
を
書

籍
館
に
納
む
。
蓋
し
芳
野
の
志
な
り
。
」
と
あ
る
。
漢
籍
二
二
八
点
、
明
治
以

後
の
書
籍
五
士
二
点
、
洋
書
四
点
。
他
は
江
戸
期
以
前
の
和
書
で
、
国
語
国
文

三
五
〇
点
、
歴
史
一
五
〇
点
、
有
職
故
実
一
〇
〇
点
、
地
誌
七
〇
点
、
医
書
・

博
物
一
五
〇
点
。
（
当
時
の
東
京
図
書
館
の
漢
籍
・
和
書
の
合
計
は
五
三
二
一

点
、
二
四
六
二
七
冊
で
あ
っ
た
と
言
う
。
）
寄
贈
さ
れ
た
図
書
に
は
「
榊
原
家

蔵
」
「
故
榊
原
芳
野
納
本
」
の
朱
印
が
あ
る
。
ま
た
『
榊
原
家
蔵
書
目
』
一
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
、
大
槻
如
電
に
よ
る
写
本
。
）
に
よ
れ
ば
、
蔵
書
の
内
容
は
、

神
典
、
歴
史
、
雑
史
、
法
律
、
有
職
、
字
書
（
和
字
書
）
、
語
学
書
、
日
記
、

紀
行
、
雑
筆
、
物
語
、
撰
集
、
歌
学
、
連
歌
、
俳
誰
書
、
詩
文
、
暦
算
天
文
、

随
筆
、
武
家
、
医
書
、
音
楽
、
地
理
、
書
画
、
博
物
、
支
那
書
籍
（
経
・
史
・

子
・
集
・
字
書
・
諸
雑
史
子
・
小
説
伝
奇
）
、
叢
書
類
、
書
目
、
釈
典
、
遊
戯
、

諸
雑
書
、
院
本
等
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
芳
野
の
博
識
ぶ
り
が
こ
こ
か
ら
も
う

か
が
え
る
。

三
、
著
作
年
表

ユ
　
明
治
4
年

32
同
年
　
　
u
月

明
治
5
年
u
月

『
語
彙
』
文
部
省
語
彙
局
　
小
中
村
清
矩
、
黒
川
眞
頼

ら
と
編
纂
着
手
（
－
十
七
年
）

『
語
彙
活
語
指
掌
』
『
語
彙
別
記
』
編
輯
寮

こ
ん
に
ゃ
く

「
禍
腐
一
覧
」
、
コ
豆
腐
一
覧
」
『
教
草
』
（
明
治
七
年
九

10987654
u
、19　18 17　16 15 14　13　1221202322

同同
年年

同
年
　
　
u
月

明
治
6
年
－
月

同
年

明
治
7
年
2
月

同
年
　
　
1
0
月

同
年

同
年

同
年

明
治
8
年
－
月

同
年
2
月

同
年
4
月

同
年
6
月

同
年
7
月

同
年
7
月

同
年
9
月

同
年
u
月

同
年

明
治
9
年
－
月44月月

月
　
博
覧
会
事
務
局
発
行
）

『
豆
腐
集
説
』
片
桐
寅
吉
述
、
榊
原
芳
野
記

『
醤
油
集
説
』
美
濃
判
一
巻
　
国
会
図
書
館
写
本
所
蔵

『
小
学
読
本
』
五
巻
　
榊
原
芳
野
編
　
文
部
省

『
女
子
修
身
道
の
し
を
り
』
浅
岡
一
述
、
榊
原
芳
野
閲

『
史
略
疑
問
釈
文
（
小
学
必
携
）
』
榊
原
芳
野
著

『
小
学
読
本
』
六
巻
　
榊
原
芳
野
編
　
文
部
省

『
小
学
綴
字
書
』
榊
原
芳
野
編
次
、
木
村
正
辞
・
黒
川

眞
頼
同
訂
　
文
部
省

『
西
史
初
学
び
』
巻
之
上
　
ル
ジ
ュ
ー
ル
著
、
山
内
惟

一
訳
、
榊
原
芳
野
校

『
小
学
綴
字
翼
』
榊
原
芳
野
著

『
太
古
史
略
』
榊
原
芳
野
著

「
化
石
谷
説
」
『
洋
々
社
談
』
第
一
号

「
水
品
略
」
『
洋
々
社
談
』
第
三
号

「
与
外
姪
貞
子
書
」
『
洋
々
杜
談
』
第
四
号

『
日
本
略
史
字
引
』
榊
原
芳
野
著

『
蒔
絵
集
説
』
美
濃
判
一
巻
　
国
会
図
書
館
写
本
所
蔵

「
海
泥
二
鰍
の
談
擬
欧
州
読
本
」
『
洋
々
社
談
』
第
八
一

号
『
文
芸
概
略
』
一
巻
　
国
会
図
書
館
写
本
所
蔵

「
我
国
風
人
体
の
歌
仮
字
の
違
ひ
し
に
あ
ら
ず
」
『
洋
々

社
談
』
第
十
号

「
植
物
史
　
木
綿
舶
来
」
『
洋
々
社
談
』
第
十
四
号

『
改
正
小
学
読
本
字
引
』
橘
道
守
編
、
榊
原
芳
野
閲
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29　28　27　26　25　24

同同同同同同
年年年年年年

3
0
、333231

同同同
年年年

363534

明同同
治年年
11

年

198月月月

40　39　38　37
4
1
、

101055
月月月月

明
治
！
0
年
－
月833月月月

明
治
1
2
年
－
丹

同
年
　
　
6
月

同
年
　
　
8
月

同
年
　
　
9
月

明
治
1
2
年

4
2
、
同
年

「
動
物
史
中
金
魚
」
『
洋
々
社
談
』
第
十
五
号

『
詳
註
小
学
入
門
（
教
師
必
携
）
』
榊
原
芳
野
編

『
小
学
入
門
書
取
本
』
榊
原
芳
野
著

『
小
学
読
本
字
引
（
師
範
学
校
）
』
榊
原
芳
野
編

『
色
図
釈
　
甲
』
大
槻
文
彦
・
榊
原
芳
野
述
　
文
部
省

『
植
物
綱
目
』
長
谷
川
泰
原
訳
、
榊
原
芳
野
剛
訂
『
百

科
全
書
』
（
文
部
省
　
－
明
治
十
六
年
）

『
改
正
小
学
読
本
字
引
一
東
京
師
範
学
校
）
」
稲
垣
千
頴

編
、
榊
原
芳
野
閲

「
獅
子
舞
説
補
考
」
『
洋
々
社
談
』
．
第
二
十
七
号

「
植
物
史
　
櫟
」
『
洋
々
社
談
』
第
二
十
八
号

「
阿
波
国
徳
島
人
富
助
に
与
へ
て
砂
糖
製
造
を
勧
る
書
」

『
洋
々
社
談
』
第
三
十
二
号

「
文
芸
概
略
」
国
会
図
書
館
写
本
所
蔵

『
単
語
図
書
取
指
南
』
榊
原
芳
野
編

『
文
芸
類
纂
』
八
巻
　
榊
原
芳
野
編
　
文
部
省
　
西
村

茂
樹
序

「
夷
三
郎
之
説
」
『
洋
々
社
談
』
第
五
十
号

「
用
の
字
の
活
」
『
洋
々
社
談
』
第
五
十
五
号

「
葵
の
弁
」
『
洋
々
社
談
』
第
五
十
七
号

『
発
明
字
学
捷
径
教
授
法
』
松
本
新
三
郎
著
、
榊
原
芳

野
校『

古
事
類
苑
」
編
纂
着
手
。
小
中
村
清
矩
、
那
珂
通
世
、

榊
原
芳
野

『
新
撰
日
本
略
史
」
巻
一
－
四
　
榊
原
芳
野
編
（
－
明

4
3
、

4
4
、

4
5
、

明
治
1
3
年
4
月

∩
r
・

？
・

治
十
三
年
）

『
染
色
史
略
』
美
濃
版
一
巻
　
未
刊
行
の
写
本
　
無
窮

会
所
蔵

『
染
色
製
造
法
』
半
紙
判
一
巻
（
桑
原
伸
介
「
榊
原
芳

野
の
こ
と
」
よ
り
）

『
榛
譜
』
（
玉
林
晴
朗
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
よ
り
）

四
、
資
料
「
家
塾
明
細
表
」

　
以
下
は
、
従
来
の
芳
野
の
伝
記
研
究
で
は
紹
介
さ
れ
た
事
が
な
く
、
ま
た
一

般
に
は
参
照
し
に
く
い
文
献
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
原
文
の
ま
ま
掲
げ

る
事
と
し
た
。
な
お
、
伝
記
資
料
と
し
て
重
要
な
箇
所
は
、
す
で
に
第
二
節
の

年
譜
の
中
に
取
り
上
げ
た
。

　
明
治
三
年
　
三
月
　
攻
玉
塾
開
塾
（
明
治
六
年
開
学
明
細
調
）

　
　
　
家
塾
明
細
表

　
第
六
大
区
八
小
区
本
所
石
原
町
八
十
一
番
地

　
　
　
　
　
　
東
京
府
貫
属
士
族
吉
田
孝
治
叔
父
　
塾
主
　
榊
原
芳
野
　
申
四

　
　
　
　
　
　
十
歳

天
保
八
九
年
、
、
父
正
之
助
ヨ
リ
教
授
相
受
。
同
十
年
已
亥
、
旧
津
山
医
員
井
岡

友
仙
二
入
学
仕
、
同
十
四
年
癸
卯
、
旧
宇
都
宮
藩
士
大
橋
順
蔵
二
従
学
仕
、
其

他
神
典
井
二
物
産
学
及
葉
学
梵
学
等
兼
学
仕
。
更
二
旧
幕
府
儒
員
芳
野
無
育
二

従
学
。
文
久
年
問
、
昌
平
坂
学
校
教
授
之
幕
命
ヲ
受
侯
処
、
数
旬
之
後
退
辞
仕

侯
。
明
治
二
年
己
巳
正
月
、
依
朝
命
、
大
学
校
教
授
試
補
被
仰
付
、
累
遷
、
権
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大
助
教
編
輯
寮
九
等
出
仕
博
物
局
兼
務
二
至
リ
、
同
壬
申
パ
月
廃
寮
二
依
リ
家

居
教
授
罷
在
侯
処
、
尤
教
授
者
来
仕
居
侯
。
於
当
所
私
塾
開
業
侯
義
者
、
明
治

三
年
庚
午
三
月
ヨ
リ
開
塾
侯
也
。

塾
名
　
攻
玉
塾

位
置
　
第
六
大
区
八
小
区
本
所
石
原
町
八
十
一
番
地
受
領

学
科
　
皇
学
　
律
令
学
　
支
那
学
　
物
産
学
　
音
韻
学

教
授
書
籍
概
略
　
直
二
文
部
省
学
制
二
依
リ
候
事

生
徒
人
員
　
十
歳
以
上
十
三
歳
迄
　
男
三
人
　
十
四
歳
以
上
十
九
歳
迄
　
同
十

　
　
　
　
　
一
人

　
　
　
　
　
十
九
歳
以
上
　
同
七
十
八
人
　
総
計
九
十
二
人

右
之
通
相
違
無
之
侯
也

　
壬
申
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
原
芳
野
　
印

（
『
東
京
教
育
史
資
料
体
系
　
第
一
巻
』
東
京
都
立
教
育
研
究
所
　
昭
和
四
十
六

年
三
月
三
十
一
日
）

参
考
文
献

榊
原
芳
野
「
日
本
教
育
史
略
」
（
明
治
1
0
年
8
月
）
吉
野
作
造
編
『
明
治
文
化

　
　
　
　
全
集
第
1
0
巻
　
教
育
篇
』
日
本
評
論
社
　
　
　
昭
和
3
年
3
月
1
5
日

依
田
学
海
「
那
珂
通
高
榊
原
芳
野
合
伝
」
『
課
海
』
巻
四
　
鳳
文
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
1
7
年

関
根
只
誠
編
『
名
人
忌
辰
録
』
（
明
治
2
7
年
4
月
序
）
ゆ
ま
に
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
2
年
u
月
2
1
日

西
村
茂
樹
『
往
事
録
』
西
村
家
図
書
部
　
　
　
　
　
　
　
明
治
3
8
年
7
月
1
9
日

「
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
」
『
古
事
類
苑
　
総
目
録
索
引
　
6
0
』
（
大
正
3
年
8
月

　
　
　
　
2
9
日
）
古
事
類
苑
刊
行
会
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
u
年
4
月
2
5
日

大
槻
如
電
筆
写
『
榊
原
家
蔵
書
目
』
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（
大
正
4
年
6
月

　
　
　
　
1
7
日
購
求
と
あ
り
。
）
、

逸
見
仲
三
郎
編
『
慶
長
以
来
国
学
者
史
伝
』
青
山
堂
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
1
5
年
5
月
ユ
日

大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
編
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
〈
昭
和
9
年
6
月
3
0
日
）
日
本

　
　
　
　
図
書
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
4
年
1
0
月
2
0
日

大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
編
『
国
学
者
伝
記
集
成
　
続
編
』
（
昭
和
9
年
6
月
3
0
日
）

　
　
　
　
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
4
年
1
0
月
2
0
日

小
川
貫
道
『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』
（
昭
和
1
0
年
4
月
）
名
著
刊
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
4
5
年
2
月
1
6
日

玉
林
晴
朗
「
榊
原
芳
野
と
其
の
墓
」
『
掃
苔
』
㎝
　
　
　
　
　
昭
和
1
2
年
8
月

玉
林
晴
朗
「
国
学
者
榊
原
芳
野
の
話
」
『
伝
記
聚
芳
』
日
本
青
年
教
育
会
出
版

　
　
　
　
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
1
7
年
3
月
5
日

古
田
東
朔
「
田
中
義
廉
一
⊥
二
」
『
実
践
国
語
』
穂
波
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
3
0
年
7
㌔
9
月

大
槻
文
彦
『
新
訂
大
言
海
』
富
山
房
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
3
1
年
3
月
－
日

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
2
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
3
1
年
4
月
5
日

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
1
3
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
3
4
年
7
月
2
5
日

東
京
都
立
教
育
研
究
所
『
東
京
教
育
史
資
料
大
系
　
第
一
巻
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
4
6
年
3
月
3
1
日

法
政
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
『
日
本
人
物
文
献
目
録
」
平
凡
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
4
9
年
6
月
1
0
日

田
口
卯
吉
他
『
大
日
本
人
名
辞
書
』
講
談
社
　
　
　
　
　
昭
和
4
9
年
8
月
2
8
日
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桑
原
伸
介
「
榊
原
芳
野
の
こ
と
」
『
図
書
館
と
出
版
文
化
－
弥
吉
光
長
先
生
喜

　
　
　
　
寿
記
念
論
文
集
』
弥
吉
光
長
先
生
喜
寿
記
念
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
2
年
9
月
9
日

日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
6
年
9
月
1
0
日

国
立
国
会
図
書
館
編
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
個
人
文
庫
展
　
そ
の
2
－
古
典

　
　
　
　
籍
探
究
の
軌
跡
1
』
展
示
目
録
　
　
　
　
　
昭
和
5
8
年
1
0
月
－
日

児
玉
幸
多
他
監
修
『
日
本
史
総
覧
　
補
巻
皿
」
新
人
物
往
来
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
6
1
年
8
月
5
日

国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
『
和
学
者
総
覧
』
汲
古
書
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
2
年
3
月
2
0
日
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